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し
允
ら
o
然
れ
ど
も
此
一
院
封
は
敢
〈
蛍
を
得
k
lソと一潟、み

'

W

択
す
る
仁
ゴ
ヅ

γ
ぷ
y
氏
の
方
案
は
法
律
と
し
て
成
分

能
以
下
o
総
格
繭
敢
に
説
米
利
加
に
於
て
は
、
是
等
小
額
一
ず
る
を
得
沙
ん
し
tι
雄
部
、
共
府
民
際
に
及
ぼ
し
北
ゐ
効
果

而
の
紙
幣
は
便
利
低
成
な
る
逝
貨
と
し
ぐ
使
用
せ
ら
れ
、
一
に
歪
て
は
、
認
。
可
宝
石
な
し
と
せ
歩
。
現
仁
作
品
ん
的
銀
行
の

大
膨
面
の
紙
幣
よ

b
Mも
党
挽
の
請
求
を
生
歩
る
乙
と
少
な
一
五
貨
準
備
は
千
八
百
九
十
年
一
一
千
百
八
十
二
球
協
切
な

b
し

し
。
唯
一
の
快
紡
綜
俄
治
の
危
険
な
れ
ど
も
、
ゴ
ツ
ジ
比
一
に
、
千
八
百
九
十
一
年
仁
ー
は
二
千
四
百
二
十
右
前
レ
七
千
勝

ン
氏
は
禁
避
け
川
崎
べ
を
乙
之
を
断
言
し
大
J

り
o
或
は
千
八
一
に
、
千
八
百
九
十
二
年
に
悦
二
千
五
百
五
十
二
寓
間
千
勝

百
二
十
五
年
恐
慌
蛍
織
の
詑
服
そ
活
必
し
て
、
此
紙
幣
の
一
仁
、
千
八
百
九
十
四
年
に
は
三
千
四
百
四
十
一
高
四
千
磁

波
行
に
反
濁
ず
る
者
あ
ら
ん
か
、
目
沼
れ
ゴ
ツ
ジ
ぷ

y
氏
方
一
に
、
千
八
百
九
十
五
年
に
は
一
一
子
八
百
九
十
五
一
高
一
千
勝

家
の
紙
鰐
と
宮
崎
の
紙
幣
と
金
く
性
質
を
異
仁
す
る
を
認
一
に
、
千
八
百
九
十
六
年
に
は
最
高
額
凶
千
四
百
三
十
一
時

め
含
み
の
吉
な
る

rみ
。
英
関
銀
行
議
行
の
紙
鯨
m
と
小
資
一
九
千
砂
に
議
し
大
ん
'
0

共
後
多
少
減
少
し
セ
l
り

F
F
路
弘
、

商
人
の
議
行
し
北
る
紙
幣
と
吉
岡
一
一
脱
す
る
が
如
き
斑
仁
一
命
ほ
千
九
有
二
年
に
は
一
一
一
千
五
百
六
十
岡
高
陽
子
一
数
ヘ
北

於
て
許
ず
可
か
ち
診
る
な

b
o

ーり

o
捌
ょ
ん
之
と
同
時
期
に
於
け
る
俳
繭
両
銀
行
並
に
濁

千
八
百
二
十
五
年
の
恐
慌
の
質
例
は
英
鴎
銀
行
僚
例
改
逃
帝
同
開
銀
行
の
五
皆
、
単
備
を
見
る
に
、
前
者
は
一
億
百
九

正
に
反
濁
す
る
者
に
依
て
常
仁
引
用
せ
ら
る
れ
ど
も
、
英
十
三
市
内
二
千
勝
を
、
後
者
は
一
(
一
千
六
百
二
十
レ
心
待
三
千
を

蘭
銀
行
訓
仕
事
務
の
一
人
が
同
一
の
態
度
に
出
モ
食
る
は
頗
数
ふ
}
蹄
号
、
然
川
市
是
等
雨
銀
行
は
英
蘭
銀
行
、
ょ
i
哲
多

る
〆
肢
と
せ
合
る
可
か
ら
み
y
o
(
討

}

〉

額

の

紙

幣
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疏
通
す
る
j

も
の
な
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と
-P
詑
隊
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w
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る
可

a
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5
8
M
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三
三

2
2
5
2
U
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M
M
w
z
iけ
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E
r
o州
か

ら
-Jvr
最
近
十
年
間
英
関
銀
行
の
紙
幣
械
議
高
に
鈎
す
る

拘
戸
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刊
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耳
目
凶
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豆
貨
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割
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紘
一
倍
ニ
八
な
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に
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例
繭
西
銀
行
は
五
割
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総

四
分
濁
漁
帝
閥
銀
行
は
五
割
六
分
に
止
ま
れ
1
リ
0

放
に
此

欧
州
に
於
て
英
蘭
銀
行
の
地
位
は
濁
俄
爾
銀
行
を
凌
駕
す
る

が
も
の
と
一
五
ふ
を
得
ぺ
し
。
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}
、
英
閣
議
命
日
解
散
と
財
政
法
執
行
乎
総

英
閥
政
府
は
千
九
百
九
年
よ

641九
百
十
年
ー
に
湾
る
年

皮
の
歳
計
上
の
必
要
に
肱
ヂ
る
潟
め
九
昨
年
開
舎
の
議
舎

に
増
税
案
を
操
出
し
、
自
働
率
税
自
働
率
用
燃
料
税
、
補

精
税
、
煙
草
紙
、
摘
販
資
免
許
料
、
相
総
税
、
印
紙
枕
、

所
得
税
、
地
税
の
新
謀
叉
は
増
微
に
依
て
、
千
間
百
二
十

市
内
踏
切
の
収
入
を
得
ゐ
の
案
を
す
一
て
、
議
院
に
提
出
し
柁
る

に
上
院
の
否
決
す
る
所
と
潟
1

り
た
る
は
、
説
者
の
知
る
が

如
し
。
上
院
が
財
政
案
を
夜
決
し
花
る
は
、
昨
年
十
…
月

ヘ
三
十
日
に
し
て
、
時
恰
も
新
合
計
年
皮
仁
入
L
リ
て
、
八
筒

一
月
を
経
過
し
セ
る
際
な
t
り
o
本
来
英
閥
歳
入
の
四
分
の
一
二

一
は
永
久
税
の
欣
入
に
係
ら
其
改
威
せ
ら
る
、
と
と
稀
な
る

一
と
同
時
に
、
毎
年
議
舎
の
議
決
を
経
る
の
必
要
を
存
せ
や
j

随
〈
新
年
度
に
入
1
9
、
米
だ
財
政
法
案
の
確
定
せ
念
る
に

拘
は
ち
歩
、
ー
是
等
永
久
我
の
枚
入
一
に
依
て
糠
定
の
財
政
計
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総

戸
惑
を
執
行
し
、
財
政
拡
架
仁
定
-U
る
所
、
杯
、
年
度
内
仁
一
於
仁
於
て
は
政
府
は
業
執
行
乞
中
止
す
る
唱
納
税
者
の
自
由

〈
英
議
決
の
確
定
し
大
る
の
後
に
執
行
し
、
順
次
収
入
を
意
思
仁
依
て
、
銀
算
決
議
に
於
く
沼
徴
JYL
珠
山
消
し
北
る
税

収
め
て
以
て
る
-
般
の
計
講
を
准
む
る
沖
も
の
な
ん
J
O

但
し
財
一
額
十
ど
関
節
仁
川
納
付
せ
l
u
U
る
と
と
を
得
。
首
相
ア
ス
キ
ス

政
法
案
K
・
相
到
し
て
は
、
其
米
、
だ
雨
院
の
議
決
bv-
経
か
る
問
…
阻
ん
は
十
二
日
月
二
日
下
院
仁
於
て

ι院
の
態
度
を
非
難
し
た

に
、
似
執
行
を
潟
ず
の
俊
弘
、
わ
J

り
。
即
十
円
一
財
政
法
案
が
下
一
ゐ
演
説
中
仁
-
新
議
舎
は
成
る
可
く
山
地
に
之
宮
召
集
し
、

院
を
通
滋
す
み
や
、
之
宮
球
抹
決
議
ー
し
消
し
て
邸
時
に
叫
ん
二
段
絞
殺
に
将
来
に
於
〈
合
計
年
皮
の
叩
探
求
に
燃
や
じ
り
る

執
行
に
着
手
し
財
政
法
案
が
愈
々
上
院
を
d
u
議
過
し
て
財
一
に
法
制
仰
な
さ
ぞ
期
す
可
し
。
而
し
て
政
内
閣
が
依
然
政
権

政
弘
と
鋳
る
や
、
長
日
付
&
滋
筑
決
議
成
立
常
時
仁
遡
ら
一
を
似
持
せ
ん
い
札
は
、
其
第
一
の
低
務
拡
財
政
法
案
仁
認
め

し
め
、
議
に
俄
執
行
の
…
?
に
行
ぴ
来
れ
w
v
u
mど
し
て
法
律
一
ら
れ

irヲ
心
的
問
て
の
税
税
会
一
内
設
し
、
日
一
つ
隊
一
伎
の
徴
一
枚
を

上
の
設
が
を
有
せ
し
め
、
之
に
依
て
合
計
年
応
急
行
中
に
一
有
効
な
ら
し

VGに
在
1

り
o

放
に
斯
く
希
望
;
社
人
は

財
政
務
の
成
立
す
る
斜
め
に
生
す
心
不
伎
を
免
か
れ
し
む
一
線
算
に
於
て
可
決
せ
ら
れ
た
ゐ
傘
の
下
に
趨
散
の
税
金
を

る

な

よ

ツ

。

一

山

V--

肘
し
勝
仁
川
以
認
す
可
J
U
o

之
仁
慨
す
る
訓
令
は
か
凶
該
官
漉
よ

然
ら
ば
昨
年
の
如
く
、
財
政
然
、
.
援
が
上
院
の
一
小
川
決
す
る
一
・
0
必
布
怖
い
J
h
る
可
し
じ
と
明
言
し
従
る
が
、
断
水
せ
る
か
な
、

所
と
潟
hJ
て
、
必
然
成
立
せ
か
」
・
0
し
場
合
に
は
、
如
何
し
一
認
後
幾
多
の
・
布
告
は
首
狗
併
殺
の
似
滋
に
依
て
、
世
間
に

て
此
問
仁
此
す
る
や
ー
に
一
五
ふ
仁
此
欧
州
に
就
て
唱
亦
一
磁
の
一
一
公
に
せ
ち
れ
文
1
0
〆O

今
試
に
海
関
税
放
に
物
・
産
税
事
務
局

俊
宏
怯
を
存
す
。
倒
よ
ι
り
前
犯
の
手
紙
仁
一
掠
to'
、
千
九
百
一
の
恋
し
北
る
布
告
の
一
安
簡
を
泉
ャ
れ
ば
泣
の
如
し
。

九
年
の
財
政
法
案
以
議
採
決
議
ー
し
し
て
、
伐
ド
資
純
せ
ら
凶
月
一
日
以
後
で
院
佐
議
渇
し
た
る
滋
算
決
議
に
依
て

れ
、
納
税
者
は
筏
々
の
租
税
を
蹴
線
徴
牧
せ
ら
れ
大
る
宅
認
め
ら
れ
投
ゐ
海
関
税
前
一
に
物
産
税
の
微
牧
は
自
今
施

の
な
る
が
、
英
…
皮
伐
上
院
仁
一
於
て
否
決
せ
ら
れ
た
る
後
行
せ
ら
れ
診
る
可
し
。
然
れ
ど
-
活
換
算
決
議
に
於
て
認
}

脇
信
比
戸
水
不

--b 
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め
ら
れ
た
る
税
金
叉
は
税
念
的
徴
獄
と
同
一
額
の
務
保
る

-q
の
な
れ
ど
母
、
他
に
相
続
税
所
得
税
業
他
に
闘
し
て

を
処
ナ
ζ

と
な
く
し
て
、
貨
物
の
4

取
引
を
潟
し
仁
村
ル
ア
心
者
名
同
様
の
布
告
滋
布
せ
ら
れ
、
納
税
務
竜
次
の
議
合
に
財

政
今
後
談
合
が
採
算
決
議
仁
川
桁
定
せ
ら
れ
大
る
税
金
は
一
政
弘
案
の
必
-V
成
立
す
可
き
乙
F
C
ぞ
見
越
し
、
日
鴻
等
布
告

納
税
者
仁
一
於
て
納
付
す
可
営
M

も
の
な
F
9
?に
議
決
し
セ
る
一
の
雌
意
に
従
て
滋
断
的
増
税
を
納
付
し
っ
、
あ
る
が
故
に

。
場
合
仁
、
納
税
の
義
務
を
負
ふ
る
の
止
す
。
め
川
版
事
務
一
新
議
食
肉
食
後
殆

p-常
該
合
計
年
度
の
終
了
せ
ん
pf-
ず
る

局
拡
大
獄
省
の
許
可
を
終
、
此
納
税
忠
告
が
今
後
の
絵
律
一
際
に
財
政
法
案
の
成
立
を
見
る
号
、
必
中
少
し
そ
大
に
英
岡

下
依
て
税
金
の
賦
課
せ
ら
A
v
g
・0
し
場
令
に
は
、
之
・
を
一
の
財
政
争
湖
毎
/
る
に
査
ら
均
三
唱
の
ふ
し
。
二
オ
ノ

港
反
す
る
依
件
の
下
仁
、
税
金
を
顎
託
す
る
の
康
仁
出
で
と
ス
ト
し
が
十
二
月
一
日
後
行
の
枇
銑
欄
に
於
て
、
我
閥

で

ん

乙

と

を

法

む

。

て

が

貸

業

一

批

舎

の

同

意

に

依

て

、

上

院

行

動

の

影

響

&

滋

か

右
-
布
告
の
雌
窓
を
平
易
に
説
明
せ
ん
わ
、
政
府
は
今
後
了
:
弘
諸
問
す
可
台
所
な
y
O
A
e
二
五
へ
る
は
…
埋
め
ら
止
す

総
選
陥
六
千
を
行
び
裳
終
る
を
待
て
砲
に
談
合
子
召
集
し
、
再
一
可
し
。

ば
財
政
法
案
を
抗
出
し
て
、
共
議
決
を
求
め
ー
今
関
ζ

そ

一

二

財

政

改

革

t
f
関
税
改
革

之
を
成
立
せ
し
め
、
一
郎
し
て
英
成
宣
す
る
や
之
に
遡
及
的
一
英
樹
上
院
が
財
政
法
案
を
夜
決
す
る
や
、
之
に
代
る
可

敷
果
を
胤
ハ
ヘ
、
航
往
仁
行
は
れ
大
る
以
引
仁
活
課
税
を
及
一
を
も
の
は
郎
も
関
税
改
本
に
外
な
ち
か
h

み
と
た
を
会
合
一
日

ぽ
す
乙
之
、
ず
る
が
放
に
、
今
臼
一
刻
仁
取
引
を
潟
す
者
，

w
一
し
、
花
野
銭
け
い
何
れ
毛
此
主
山
慨
に
賛
成
す
る
斜
め
、
今
や

品
加
趨
及
的
数
防
水
に
依
て
め
附
然
納
付
の
義
務
を
負
ふ
税
金
、
乞
一
決
凶
り
財
政
改
革
と
関
税
改
蕊
ー
と
の
得
失
仁
就
て
議
論
紛

務
総
し
、
之
を
納
付
し
能
く
可
く
、
高
一
説
家
の
成
立
せ
一
々
な
る
者
あ
ん
〆
O

思
ふ
に
今
閥
的
川
柳
時
「
恕
の
主
題
ー
に
し
て
令

市
ぜ
よ
リ
し
場
合
に
は
、
岡
庫
に
於
て
税
金
を
返
、
長
す
可
し
と
は
ts
る
所
名
亦
此
一
事
に
外
攻
ら
か
る
可
し
。
此
際
上
院

m
t
一
五
ふ
も
の
な
J
O
設
に
誠
、
げ
大
る
じ
海
関
税
物
産
械
に
闘
す
議
員
品
、
グ
ア
ー
ス
レ
l
卿
綜
口
対
等
の
改
革
が
一
枇
品
開
の
各
階

線

銭

七
九

1 

e 

4 

，‘ 
， 

d 

. 
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、
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、
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財
政
改
革

ロ
削
除
仇

M
L
t
u
R

nwF府
ιv

礼
は
ぺ
主
一

八

O
-

7
土
地
以
外
の
財
産
よ
所
得
税
の
婚
加
、
一
勝
食
料
品
の
潜
慣
に
依
り
所

り
年
額
五
千
磁
の
所
4

花

付

き

ニ

斤

得

の

十

分

の

一

花

封

t
七

得
を
得
る
人
煩
草
、
調
紛
の
蹄
僚
に
依
凡
万
五
肢
の
貸
採
悦
付
加

J

Y

る
質
終
日
遡
穴
芹
財
産

相
総
統
の
般
加

8

一
年
一
成
時
仰
の
掬
ふ
所
得
税
の
掛
川
加
一
磁
に
食
料
品
の
滑
償
日
比
一
依
り
所

作
凶
円
五
千
械
の
純
小
付
与
、
ニ
芹
符
の
十
分
の
日
作
品
劉
L
七

作
料
bh
符
吋
心
地
主
燦
背
午
、
副
紛
の
滑
般
に
依
分
五
Mm
の
黄
線
滑
加
線
小

る
貸
帰
路
一
週
ム
ハ
芹
作
料
に
七
分
五
阻
の
川
市
加

議
引
七
百
十
二
械
の
刺
殺

所
得
没
の
品
川
加
一
時
w
k
所
得
の
十
分
の
ご
払
濁
L

付

き

一

一

汗

七

分

五

肢

の

貸

擦

問

加

慨
し
章
一
山
崎
の
府
俊
民
依
、

あ
貸
締
約
¢
一
週
ム
ハ
芹

第
八
携
と
同
じ
。
外
に
一
所
得
ゴ
ャ
械
に
持
L
七

年
所
得
七
千
紛
争
趨
ゆ
る
分
五
阪
の
詩
娘
婿
加
小

ιき
は
て
暗
に
付
斗
ふ
ハ
斤
作
料
比
七
分
五
図
的
琳

の
附
加
所
得
税
ψ

引
い
れ
加
怒
引
千
五
訂
械
の
利
ー

e

議

所
得
税
の
掛
川
加
〕
械
に
付
食
料
品
の
府
慣
に
一
依
る

さ

ニ

件

、

質

的

特

所

得

の

十

分

の

一

所
符
枕
附
加
税
煙
草
一
副
総
花
讃
L
七
分
五
庇

の
掛
川
償
忙
一
依
る
賀
線
}
週

ムハ片

9 
qu.以ー
る外~
人の五
部信千
弘、成
所の

を封包

ぽ}

級
じ
及
ぼ
す
負
擦
を
表
示
し
て
べ
世
間
に
後
表
し
れ
比
よ
ソ
。
卿

は
白
出
銭
仁
一
騎
し
、
前
期
自
由
紫
内
閣
に
於
て
郵
便
事
務

長
官
、
商
務
院
長
官
大
t
b
し
乙
と
あ
ahJo
其
立
論
自
ら
一
方
一

に
偏
す
る
や
も
知
る
可
わ
ら
芦
田
れ
ど
も
“
、
左
に
之
を
掲
?
。

-
1
〓t
p
h
p

焼
革
の
帰
慢
に
依
り

ー
イ
蹴
附
貨
鈴
十
六
士
山
砂
川
M
M附
〕
凶
・
げ
の
良
川
仰

。
所
得
年
縦
二
千
勝
以

‘
イ
ト
の
商
人
宥
職
者

一熔.
りに所四郎理 jiJi-似ス員怨 ・ー熔 illl草
務{寺井終草得人し井採草 ;周章 t!:tli国
L税 i骨減税r~..~十 OJ前回 隣li首 ?で紛
fi1iの加治娘fij'六 jJU粉二紛斤
~fl1Ft ~り i祭会歳ーの }子の ~nt 
i見方u週、t 羽七以 }JliHH の憎 の債
な三世り杢1マニ償貸問答1た
惣L~，i '0ハのんt仁義~Iと挺i衣
i段見乃依 井兇 75依琳i衣滑り
~lli:至る の設恋る加り カIt 迎会}食
カロtJ!万合 の所食のjリ{食健一問、4 沼料
七得:叫 官{tt秘的5・税関週十品開品
分の品 炉?t'-. j-i 採 '_-:'t~~ fIt問ニの十の
五七の 域面努}陶の方u一井滑}子市
館:升}持 加!とffl加1と滑志、の侵合{買
のの限 付{貸付債六月)ζJ1.!と
首ーに うに告に月~ D;ii衣iJW依
議le依 凶i~ .=ti.依の i骨o t骨り
i脅羽り 月=り斤り 加一方II

之なのと 11 10 

2る月?民位以 続不 透第五
正)此得 q.jL Lれ也一 所得総
反合子、の り以高 和 J所

封の得大表 窓会努 噌空
の宣る慨に 入隊所 の鴎
趨を者に就 定得 JY~:l捺
向設に於て
に携負ては
屈を携!日‘}抑
る加を政カ〉
乙ふ反政首
とる;変革有
明;に tずはし
攻反乙持難
bし之働念
。、、者所

開少をな
税な始を
改く dotcこ
.. 革宮少非
は裕治資‘安

、、h 亀戸ーら:~'~- :;~.~:t( 

沼

郡

曾

努

働

者

司

i

}
週
間
賞
娘
二
十
応

.
5
1

3
嚇
ヱ
一
週
間
賃
銀

一一一十志

4
小
商
人
、
容
認
、
其
他

一
年
所
得
百
六
十
成

以
下
の
人

6
所
得
年
額
凶
目
減
以

下
の
潟
入
、
有
料
者
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一

一

一

財

政

改

本

に

代

る

可

を

関

税

改

本

レ

也

、

特

別

の

理

由

を

本

せ

診

る

限
t
リ
、
右
の
程
度
以
外

然
ら
ば
統
一
然
の
政
治
家
が
彼
等
の
所
前
一
枇
命
問
主
義
的
に
税
目
を
効
h
V
3
N
i

る
ζ
t
ζ

。

財
政
改
革
仁
代
っ
て
、
行
は
ん
と
す
る
関
税
改
輩
ー
は
如
何
而
し
て
以
上
岡
定
税
率
の
外
に
、
猫
民
地
産
物
に
滴
用

な
る
替
の
な
る
が
o

つバ

1
ミ
ジ
が
ム
ポ
ス
ト
し
は
十
ご
す
る
特
恵
税
率
伝
説
く
る
は
、
関
税
改
革
論
の
主
眼
と
ナ

月
八
日
の
紙
上
仁
於
て
、
今
日
の
関
税
改
革
は
襲
に
チ
芯
る
所
に
し
て
、
此
紡
に
就
て
ベ
バ
!
ミ

Y
Y
ム
ポ
ス
ト
し

シ
バ

I
レ
シ
氏
が
後
楽
し
大
る
改
革
の
婆
日
よ

b
昔
、
誕
の
説
明
左
の
如
し
o

に
〕
歩
を
縫
め
た
る
沖
も
の
な
ら
か
」
る
可
わ
ら
ヂ
、
然
ら
み
ゲ
例
を
取
て
説
明
せ
ん
が
、
一
の
貨
物
に
し
て
一
制
枕
中

ん
ば
滑
閣
の
必
要
叉
は
産
業
上
の
要
求
に
熔
歩
る
能
は
?
の
下
に
課
税
せ
ら
る
」
と
す
れ
ば
、
品
ぬ
れ
商
業
上
友
訟

と
し
、
大
閣
の
方
針
と
し
て
左
の
必
項
目
を
泉
げ
北

6
0

的
関
係
に
ほ
泊
る
外
闘
に
漉
用
せ
ら
る
1
h

椋
準
税
率
に
外

一
、
問
定
税
則
を
制
定
し
原
料
品
以
外
の
総
て
の
貨
物
な
ら
歩
、
外
に
例
へ
ば
必
分
五
屈
と
一
千
か
が
如
斗
旬
、
'
低

を
有
税
ロ
仰
の
列
に
入
る
弘
之
、
と
O

卒
を
設
け
て
。
殖
民
地
産
物
に
溺
用
し
、
叉
一
割
ニ
分
五

二
、
税
率
の
平
均
は
之
を
一
割
と
し
、
其
上
下
に
漉
宜
厘
若
し
く
は
一
割
五
月
?
と
一
流
ふ
が
如
さ
高
水
平
を
設
け

の
税
率
左
足
め
結
局
一
一
一
種
の
卒
宏
設
く
る
乙
と
o
e

て
、
英
図
貨
物
に
不
訟
の
取
扱
を
免
ず
閥
の
貨
物
に
趨

一
一
一
、
原
料
品
に
限

b
其
輸
入
を
細
川
枕
と
す
る
と
と
。
用
せ
か
』
る
可
か
ら
み
y
o

凶
~
五
分
税
卒
は
持
カ
の
授

3
る

k
J乙
と
少
な
を
貨
物
「
ス
タ
シ
〆

l
ド
L
M
μ

真
に
兵
憾
的
に
閥
枕
改
革
の
財
政

に

賦

課

す

る

乙

と

。

-

仁

及

ぼ

す

影

響

を

推

察

し

、

左

の

如

を

輸

入

枕

に

P

依
て
、

五
~
一
割
税
率
は
航
製
品
に
近
を
貨
物
に
賦
課
す
る
乙
一
一
コ
ナ
高
砂
に
近
を
収
入
営
牧
ひ
る
を
得
る
乙
と
を
断
定
し

と
o

v

e

h

e

l

十

d

p

、

ー

と

P
9
0
、
一
4

1

.

、

-
l
s
'
J

斗
t

六
、
一
割
五
分
税
率
は
完
製
品
に
賦
課
す
る
乙
と
。
外
閥
穀
物
内
獄
に
劉
ナ
岬
心
事
分
枕

総
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磁
民
地
議
議
院
封
ず
る
一
一
分
五
露
目
、
0
0
0
6
0
0

底
欣
拾
す
J

可
か
ら
念
る
は
の
あ
る
お
し
。
議
事
情
閥
政

外
略
拠
出
陣
日
州
民
封
ず
る
日
開
紙
、
，

A
O
h
五
O
o
i
o
o
o

府
の
議
楽
し
北
る
報
告
広
一
擦
れ
ば
日
公
債
の
税
存
市
(
昨
年

磁
民
地
拠
出
制
日
間
院
制
測
す
る
五
分
一
秘
|
十
川
は
門
川
川
何
一
十
月
一
日
現
在
)
は
左
の
如
し
0
1

」
対
必
到
q
d
u
o

一
四
日
分
利
払
官
ハ
ム
一
償
問
一
o
‘0
0
0
6
0
o

h
M
M
U
M
-刊
一
一
什
掛
け
れ
川
口
純
一
抑
制
券
一
一
一
一
…
…

お

百

二

十

五

震

の

収

入

益

広

岡

庫

長

官

会

し

一

;

出

割

一

言

。

、

0
0
0

と
し

k
b
o

一
回
よ
ら
濁
越
後
債
の
時
僚
が
近
年
下
落
の
傾
を
話
せ
る

斯
の
如
く
な
れ
ば
、
関
税
改
革
亦
容
易
の
業
主
お
ふ
可
一
一
拡
、
最
近
十
五
年
間
に
於
け
る
怯
界
金
利
歩
令
の
騰
貨
に

し
。
然
活
之
仁
一
依
て
能
く
財
政
改
革
仁
代
っ
て
、
財
政
上
ア
問
る
唱
の
あ
る
可
し
と
総
退
、
ぬ
附
ほ
日
公
債
政
略
の
蹴
行
じ

の
要
求
を
充
牝
し
、
策
ね
て
英
閣
の
繁
撲
を
期
す
る
を
得
一
依
る
る
債
現
在
高
の
増
加
に
基
く
所
・
少
な
し
と
す
る
能
は

る
や
否
や
。
之
仁
釣
す
る
奨
閥
民
の
剣
断
は
近
く
行
は
る
一
歩
、
還
は
千
八
百
九
十
レ
宝
島
の
四
分
利
付
会
佼
b
L

可
念
総
灘
胸
中
の
結
果
に
依
て
、
検
す
る
を
得
べ
を
が
o

一
三
分
竿
利
付
に
借
換
ふ
る
を
得
、
文
る
が
、
何
ぞ
計
ら
ん
、

凶

獅

滋

財

政

の

困

難

…

千

九

百

八

年

四

月

井

仁

千

九

百

九

年

五

月

の

雨

皮

に

再

伐

郷
愁
が
近
年
後
僚
政
略
に
依
て
財
政
の
急
に
感
b
、
恭
一
四
分
一
利
付
恐
債
を
緩
行
す
る
の
己
む
を
得
含
る
に
怒
ら
ん

捌
く
不
可
能
と
鋳
る
に
及
ん
寸
、
財
政
改
革
な
る
美
名
の
一
と
は
九
千
八
百
九
十
年
組
側
逃
が
一
一
系
学
一
利
付
の
お
俄
J
U
J

絞

引
に
配
一
枕
ど
行
ぴ
}
辛
う
b
て
財
政
の
危
機
を
紙
、
せ
ん
と
一
行
ず
る
や
、
変
じ
百
一
一
、
宇
の
償
一
絡
を
以
て
し
I
J
J
ペ
刈

し
つ
h
あ
る
は
、
世
人
の
知
る
所
ー
な
る
が
、
然
、
以
ヱ
方
仁
年
五
月
間
利
率
の
会
僚
主
強
行
す
る
に
松
岡
〈
は
、
全
1
1
4

五

る
僚
政
略
の
綴
行
は
財
政
上
じ
不
良
の
郎
審
を
及
ぼ
し
到
ム
ハ
の
領
格
を
以
て
し
、
英
千
八
百
九
十
年
八
十
必
の
債
格

、. 

'，'・も も

結

Z義
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• 
、
一

を
以
て
、
千
九
百
三
年
九
十
二
の
償
絡
を
以
て
議
行
せ
ら

れ
北
る
三
分
利
付
会
伎
の
時
僚
は
昨
今
八
十
五
、
ニ
を
唱

ふ
る
に
笠
れ
t
り
0

、
今
千
八
百
九
十
一
一
一
年
以
後
恐
債
の
締
債

を
表
示
す
れ
ば
、
注
の
如
し
ρ

四
分
利
付
一
一
ピ
分
宇
利
付
一
一
一
分
利
付

て
八
九
一
一
戸
・
-tis--
・

]
O
穴、
λ

λ

六、〕

七
八
九
八

:
:
i
z
-
-
・

〕

O
て
六
九
回
、
一
ニ

}
丸
O
三

-
l
i
-
-
:
:
}
O
ニ、ニ

λ
一、
λ

]九
O
λ

〕
O
一
一
、
七
九
割
、
七
五
八
五
、
七

日九
O
九

]
O
}
一
、
四
九
四
二
一
五
久
五
J

一

而
し
て
一
方
仁
一
一
一
分
必
ず
利
付
伯
林
市
僚
の
時
僚
を
見
る

じ
、
千
八
百
九
十
八
年
百
二
五
。
千
九
官
一
一
一
年
百
、
一
ニ
。
千

九
百
八
年
九
十
一
一
一
、
八
。
千
九
百
九
年
九
十
五
、
一
一
一
に
し
て
、

網
越
帝
闘
お
債
よ
t
り
号
、
市
債
の
方
一
分
だ
け
時
僚
の
高
{

位
仁
屈
を
知
る
可
し
。
新
る
獄
態
に
居
る
に
拘
は
ら
守
、

今
後
数
算
の
施
行
広
伶
て
夜
行
せ
ら
る
可
お
G
R
公
債
の
高
は

六
億
必
千
百
百
レ
七
十
高
お
克
仁
土
る
に
於
て
除
、
濁
議
財

政
は
容
易
に
呉
難
続
を
脱
出
す
る
能
川
臥
含
る
も
の
t
ζ

云
ふ

可
じ
。

雑

録 r
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印
度
の
統
治
比
一
闘
す
る
英
米

論
客
闘
の
論
争小
倉

和

市

強
大
な
る
閥
家
が
弱
小
な
る
岡
家
を
併
令
し
て
之
に
統

治
棋
を
及
ぼ
ず
に
営
'O
て
や
、
往
々
第
一
一
一
闘
の
嫉
妨
狛

疑
を
招
を
併
合
闘
が
誠
必
誠
意
併
合
地
の
滋
歩
捺
迷
宮

企
凶
ず
る
仁
唱
拘
ら
歩
意
外
の
幾
に
不
慮
の
誤
解
を
生

b
何
等
の
根
操
な
ぎ
批
難
攻
撃
を
受
く
る
と
と
史
上
共

例
仁
乏
し
か
ら
歩
。
彼
の
茨
闘
の
印
災
統
治
問
題
の
如
一

を
は
蓋
し
英
最
宅
著
し
を
対
も
の
な
L
リ
0

印
皮
じ
於
け
る

此
大
問
題
仁
闘
し
刻
川
川
引
判
川
之
櫛
せ
ら
る
、

γ
ド

斗
パ
汁
刈
刈
ペ
利
氏
肱
近
頃
…
大
論
文
を
北
米
評
論
に

寄
せ
て
問
問
題
に
闘
す
る
英
米
論
客
間
の
論
争
を
お
け

に
せ
よ
ツ
。
議
所
設
は
斡
悩
統
治
の
大
間
隔
胞
を
眼
前
に
控

ふ
る
我
国
民
仁
取
'
り
て
蒋
舗
閣
の
債
な
し
と
せ
歩
。
故
に

予
拡
注
に
之
を
欝
越
せ
ん
=
ζ

ナ。

英
闘
の
印
皮
統
治
仁
闘
す
る
別
院
は
最
近
一
関
年
間
世
界
'

の
耳
目
を
鋒
動
せ
る

m
cじ
て
3
此
問
題
仁
闘
し
て
米
関

'凡一一一
J
は


